
 

 

 

青少年が地域とつながり、社会参加をとおして成功体験を積み重ね 
自己肯定感を持つきっかけとなる『はぁと de ボランティア』 

大人にとっても青少年と関わる場であり気づきの場です 

考えよう、今、自分たちに できることを・・・ 

令和 7 年度事業 

主催：都筑多文化・青少年交流プラザ（つづき MY プラザ）  都筑区青少年指導員連絡協議会 

共催：都筑区役所 中川西地区センター 仲町台地区センター 北山田地区センター  

       

後援：横浜市教育委員会   

協力：株式会社ユニクロ港北東急店 ボッシュ ホール（都筑区民文化センター） 地域のみなさん 

～中高生のための夏休みボランティア体験～ 
～小学校５・６年生向けプレコース～ 

都田地区センター・都田地域ケアプラザ 
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みんなの力を結集して作り上げた「第 18 回 はぁと de ボランティア～中高生のための夏休みボランティア

体験、小学校５・６年生向けプレコース～」が、今年も終了しました。学校や学年が異なる同世代、初めて会う

大人たち。参加する多様な青少年にとっては、まさに異文化とも言える環境の中での活動です。しかし本事業は、

そういう環境の中、ともにボランティア活動をすることで自分なりの挑戦をし、それが達成感と小さな自信につ

ながって笑顔になるという、まるで“夏の居場所のような力”を持っています。 

社会が大きく変化し、ともすれば見えない不安が広がる昨今、子どもたち一人ひとりが安心して成長できる環

境を作るのは、私たち大人の役割です。毎年多くの多様な青少年を受け入れながら、主催者として地域をつなぎ、

地域がつながることの大切さを痛感しています。これからも、「はぁと de ボランティア」が彼らのセーフティ

ネットになれるよう、私たちは地域の中で大きく手を広げて次の参加を待ちたいと思います。 

ご協力いただいた関係者の皆さま、この夏も大変お世話になりました。この場をお借りして、心より感謝申し

上げます。ありがとうございました。 

都筑多文化・青少年交流プラザ 館長 林田育美 
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今年度も、「はぁと de ボランティア」に多くの参加をいただき、ありがとうございました。この事業は、オリ

エンテーション・ボランティア体験・振り返りと一連の流れの中でボランティアや地域活動に対する認識が深ま

る内容となっており、子どもたちが自ら学び、仲間たちと共に成長するきっかけとなることを期待しています。 

毎年感じることですが、オリエンテーションの場において硬い表情でスタッフの説明を聞いていた小・中・高

校生の皆さんが、体験を経て振り返りの際に見せる頼もしい表情と、ボランティアについての素直な感想や関わ

った皆さんに感謝する言葉に大変感銘を受けています。この素晴らしい事業に青少年指導員として関われること

を大変嬉しく思います。 

来年度以降も、受け入れ先で活動の様子を見守るなど、青少年指導員として子どもたちのために「できること」

を考え、活動の支えとなり、より一層輝く皆さんにお会いできることを楽しみにしています。 

                                         都筑区青少年指導員連絡協議会 会長 志田政明 
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１．事業の意義 

青 少 年 が 地 域 に お い て さ ま ざ ま な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 し 、 異 世 代 交 流 、 多 様 な 共 同 体 験 を と お し て 、 

社会性、自主性を身につけることを応援します。 

 

さまざまなボランティア活動をとおして得た小さな成功体験の積み重ねによって、自己肯定感が芽生えます。 

困難にぶつか って も 仲間や 大人の力、 地域の力を借り ながら乗り 越え て いけるように、 青少年の成長を支 

えます。 

 

青 少 年 が 地 域 社 会 に 目 を 向 け 、 夏 休 み の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 後 も 積 極 的 に 地 域 に 参 画 で き る き っ か け を 

作ります。 

 

青少年を受け入れる施設・団体（受け入れ先）に「青少年を理解し、その成長をみんなで見守る」という意識を 

持ってもらえるよう働きかけ、地域ぐるみで青少年を育てます。 

 

青少年とともに活動することで、地域の大人は「地域の可能性」に気づき、普段の活動に新鮮さと喜びが加わり 

ます。一方、青少年は地域の魅力を教わるだけでなく、魅力ある大人に出会うことで心が成長していきます。 

互いに影響し合って生まれる新たなエネルギーを、地域活動の活性化に生かし、まちづくりにつなげます。 
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３. 
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５. 
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「STEP UP プログラム」 
スタート 中高生と一緒に体験できる 15 のプログラムを 

用意したところ、25 名の申込みがありました。 
オリエンテーション、ボランティア活動体験、 
振り返りも、中高生と同様に行いました。 つづきＭＹプラザと都筑区

社会福祉協議会の主催に
より、保育コース、高齢者・
障がい者施設コース、農業
体験コース、地域イベント
参加コース、歴史博物館コ
ースの５コースで始まりま
した。 

2008（H20） 
『はぁと de ボランティア 

～中高生のための夏休みボランティア体験～』 
事業スタート 
 

中高生がボランティアプロ
グラムの企画者として参画
する「STEP UP プログラ
ム」が動きだしました。つづ
き MY プラザと、区内の 4
地区センターがサポートし
ました。 

「小学校５・６年生向けプレコース」スタート 
 

    

コロナウイルス感染症拡大防止のため、 
屋外での活動を中心に行いました。 
また、R３は緊急事態宣言発出にともない 
７月 30 日以降のすべてのプログラムを 
中止にしました。 

活動内容への配慮 
 

「はぁと de ボランティア」では、これまで延べ 1,518 箇所の体験先で、延べ 4,297 名の子どもたちがボランティア

活動をしました。 

参加人数と体験プログラム数の推移 

2014（H26） 2015（H27） 
 参加校の増加と広がる活動 

 区内８公立中学校全てから
参加がありました。 

2016（H28） 
2020・2021（R2・3） 

 

都筑区役所 横浜市教育委員会 後 援 

つづき MY プラザ 

都筑区社会福祉協議会 

都筑区青少年指導員連絡協議会 

都筑区役所 

主 催 

都筑区役所 

都筑地区センター 

中川西地区センター 

仲町台地区センター 

都筑区社会福祉協議会 

北山田地区センター 

都田地区センター・都田地域ケアプラザ 

共 催 

2024（R６） 
「ワールドカフェ・俳句作り」 
再開 

年ぶりにワールドカフェを再開
しました。オリエンテーションで
は、参加者が体験前の気持ちを
共有しました。振り返りでは、ボラ
ンティア活動で感じたことを俳句
にして発表し合いました。 

横浜市歴史博物館 / 財団法人横浜市青少年育成協会（現 公益財団法人よこはまユース）/ 都筑フードネット / 都筑土木事務所 / 横浜国際プール /  

都筑消防署 / 都筑消防団 / 都筑警察署 / 都筑防犯協会 

第一フォーム株式会社 / 大幸紙工株式会社 / 株式会社スリーハイ / 株式会社ユニクロ港北東急店 / 

株式会社ニチイケアパレス ニチイホーム センター北 / NPO 法人クリーンオーシャンアンサンブル / 

NPO 法人 Sharing Caring Culture / 株式会社横浜ビー・コルセアーズ 

今までの協力団体 今年の協力団体 株式会社ユニクロ港北東急店 / 

ボッシュ ホール（都筑区民文化センター）/ 地域のみなさん 

 

 

 

 

 

 

２．あゆみ 

３ ４ 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

高校生 28 7 34 62 87 95 71 88 92 91 141 115 79 97 121 92 152 154
中学生 50 39 121 141 115 132 133 123 150 86 116 98 50 112 124 188 123 102
小学生 − − − − − − − − 25 53 57 56 31 101 79 95 96 84

プログラム数 5コース 5コース 83 95 106 100 115 118 121 143 142 136 12 29 55 79 91 83

年度
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5 月 

  中旬までに 

  

  11 日（水） 

7 月 8 日（火） 

 

8 月 1 日（金） 

 

 

  22 日（金） 

  

 

9 月 21 日（日） 

 

    1 日（日） 6 月 

    11 日（金） 

 

31 日（日） 

 
 

                                                          
 

 
 
  
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小学校 人数 中学校 人数 高校 人数 

５年 47 １年 33 １年 35 

６年 37 ２年 41 ２年 69 

  ３年 28 ３年 50 

小計 84 小計 102 小計 154 

活動分野 全体人数 
プレコース

人数 

STEP UP プログラム  3 募集なし 

夏だけじゃないボランティア 28 11 

地域連携プログラム 4 1 

青少年指導員事業 5 募集なし 

区民利用施設 155 54 

自治会・町内会 19 2 

公園愛護会 16 1 

ハマロードサポーター 57 4 

保育園・幼稚園                         21 募集なし 

放課後キッズクラブなど 39 0 

市民活動など 94 11 

延べ人数 441 84 

体験日数 人数 延べ人数 

1 日 236 236 

2 日 61 122 

3 日 27 81 

4 日 6 24 

5 日 6 30 

6 日 2 12 

8 日 2 16 

総数 340 521 

（２）実績 

■活動プログラム数   

中高生コース 83 

① 7/25（金）18：00～19：30 つづきＭＹプラザ 

② 7/26（土）10：00～11：30 中川西地区センター 

③ 7/27（日） 9：00～10：30 都筑区役所 

                6 階大会議室 

④ 7/27（日）11：00～12：30 都筑区役所 

                                         6 階大会議室 

⑤ 7/28（月）10：00～11：30 都田小学校 

                                   コミュニティハウス 

⑥ 7/29（火）10：00～11：30 北山田地区センター  

⑦ 7/29（火）13：00～14：30 仲町台地区センター  

⑧ 7/15（火）13：00～14：00 日々輝学園高等学校  

活動分野別内訳（予定人数です） 

体験箇所数別内訳 

体験日数別内訳   

① 8 月 23 日（土）    9：00～10：30 都筑区役所 6 階大会議室  

② 8 月 23 日（土）11：00～12：30 都筑区役所 6 階大会議室 

③ 9 月 8 日 （月）15：00～16：00 日々輝学園高等学校                

参加者総数   189 名 （うちプレコース 53 名） 

参加できなかった場合は個別対応 

  

■振り返り・修了証授与 

■ボランティア体験期間 
 

■参加者総数  340 名（うちプレコース 84 名） 
 

体験箇所数 人数 延べ人数 

1 ヶ所 263 263 

2 ヶ所 58 116 

3 ヶ所 16 48 

4 ヶ所 2 8 

6 ヶ所 1 6 

参加者総数 340 441 

 

■オリエンテーション 
 

●Web による情報発信 
・つづきＭＹプラザ ホームページ 
・都筑区役所 ホームページ 

●区報、会報などへの掲載 
・広報よこはま 都筑区版 
・プラザニュース 6 月号 

 

＜小学校５・６年生プレコース＞ 6,000 枚 

・区内８公立中学校で全校配布 
・近隣の高校に送付 
・その他依頼があった学校に送付 
・区内の公共施設で配架 

１．受け入れ依頼と受け入れ先の集約 
‣受け入れ先の開拓、確保、日程調整 

４．申し込みの集計、体験先決定 
‣体験先の調整 

‣オリエンテーション日と体験先の決定通知送付 

３．募集（P6 参照） 

‣10：00 受付開始 

‣20：00 締切り 

本事業は、STEP１～３の順に参加して体験が修了します。STEP１のオリエンテーションで心構えや活動の注意事項
を知り、STEP２で実際にボランティアを体験し、STEP３の振り返りで、活動で学んだことを次のステップにつなげます。 

 

 

 

 

 

３．主催者振り返りの会 
‣今年度事業の振り返りと次年度に向けた検討事項の確認 

10 月 28 日（火） 

 

調
整
⠺
⡬ 

活

動

⠺
⡬ 

次

⡌
⡅
⡋

⠳

⡬  

２．広報（P6 参照） 

29 日（火） 

 

25 日（金） 

 

 23 日（土） 

（１）事業の流れ 
■広 報 

受け入れ先アンケート回収 

受け入れ先へ子どもたちからの手紙発送 

■申し込み受付期間  

6 月 11 日（水） 10 時 ～ 7 月 8 日（火） 20 時 

●募集要項配布 

  ＜中高生コース＞ 7,000 枚 

・区内 22 公立小学校５・６年生に全校配布 
・区内の公共施設で配架 

＊プレコースは全員１箇所のみの体験 
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１．第 10 期 STEP UP プログラム 振り返り（P17 参照） 

 

2．第 11 期 STEP UP プログラム スタート 

 

‣地区センター・都筑区役所６階大会議室などで計 8 回実施 

‣ワールドカフェ方式で「ボランティア」についてグループで考える 

‣ボランティアの心構えや活動の注意事項 

‣体験先の確認（日時、場所、事前連絡の有無、服装、持ち物等） 

STEP１ オリエンテーション（P7・8 参照） 

‣区内の施設や団体、ボランティアグループなどで活動 

STEP２ ボランティア体験（P9～12 参照） 

STEP３ 振り返り・修了証授与（P13・14 参照） 

‣ボランティアをして気づいたこと、感じたことの話し合い 

‣この夏の一句を詠む 

‣修了証授与 

‣ボランティア活動時間数証明書発行（希望者のみ） 

‣体験先の方への手紙・アンケート回収 8 月 1 日（金）～8 月 22 日（金） 

小学５・６年生プレコース 39 
*プレコースの 39 プログラムは中高生コースに含まれる。 

参加者総数  315 名（うちプレコース 75 名）   
個別対応者数  25 名（うちプレコース 9 名） 

＊プレコースは全員１日のみの体験 

３．実施記録 

学年別内訳 

7 月 4 日（金） 
発達障害理解啓発セミナー開催 
「発達が凸凹な子どもへのかかわり方」 

齋藤陽介さん（都筑区基幹相談支援センターくさぶえ相談員） 

受け入れ先のみなさんに参加呼びかけ 

今年度より横浜市電子申請システムでの申し込みを開始しました。 
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  募集要項 
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【プレコース】 【中高生コース】 
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酷暑の 2025 年夏、「はぁと de ボランティア」が修了式を迎えました。ボランティア活動を通じて自

分の力を地域社会の中で発揮し、その振り返りを全ての参加者と共有する修了式は、こどもが持つ可能性

の豊かさ、こどもらしさと共存するしなやかな力強さを肌で感じることができ、毎回会場の大人たちにも

大きな感動を与えてくれています。 

この取組は都筑区の青少年の地域活動拠点「つづき MY プラザ」が地域の関係機関の協力のもと、青少

年に地域参画を促しながら地域ぐるみで青少年の成長を支援する目的で開設当初から実施し、現在は都筑

区青少年指導員連絡協議会とともに主催して、今年で 18 回目を迎えました。折々の社会情勢に応じてプ

ログラムが工夫され、参加者は小学５年生から高校３年生まで延べ 4,000 名以上に上っています。 

国の「こどもの居場所づくりに関する指針」では、こどもは「家庭を基盤とし、地域や学校など様々な

場所において、安全・安心な環境の下、様々なおとなや同年齢・異年齢のこども同士との関わりの中で成

長する存在」とし、居場所とは、「物理的な『場』だけでなく、（中略）多様な形態をとり得るもの」とし

ています。「はぁと」で力を蓄えたこどもたちのやる気に答えるため、次年度のプログラムを企画運営す

る「STEP UP プログラム」も用意されており、まさにこの事業は、都筑区のこどもたちの大切な居場所

であり、大人にとってもこどもとまちづくりに関わる貴重な機会となっています。主催者の御尽力と、共

催・後援・協力に係る全ての関係者に、改めて敬意を表します。 

国の指針も踏まえ、横浜市の「こども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン(2025～2029)」で

も「全てのこども・若者のウェルビーイングを支えるため、多様なニーズに応じた居場所づくりや体験活

動の充実、多世代との交流促進等を進める」ことを施策の目標・方向性に掲げています。 

「はぁと de ボランティア」の取組が本市の施策目標を実現いただいていることに感謝し、今後ますま

す発展されるよう、心から祈念いたします。 

こども青少年局青少年育成課長 森脇美也子 

おわりに 



 

 

 

それぞれの体験を通して 

得た気づきを次に活かそう！ 


